
 

 



 
 
 
 

 



 
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



ていたので、馬力が出なかった。整備隊員たちは、そのアル 

コールを、時々失敬して酒の代わりに飲用した。また終戦直 

後には、２人の搭乗員が狂ったように特攻ボートに乗り、疾 

走させて、港内に戻ると沈没してしまった。ただちに特攻 

ボートは､平潟沖でも自爆させ海底に沈め処理した。同９月 

１日復員の時､隊員たちはお世話になったお礼にと、海軍紋 

章入りの陶製の食器やラッパなどを､前記根本氏や永井氏宅 

に置いていったのが、現存している。 




